



















































































































1．心理的自立尺度（PJS-2; 高坂・戸田, 2005）：「将来志向」6 項目、「適切な対人関係」5









2012; 二森・石津, 2016 など）
2．経済的自立項目：山路他（2014）があげている経済的自立の 7 側面のうち、学生の経
験率や正答率が特に低かった「増やす」、「借りる」の 2 側面を除いた 5 側面によって経済的



















結果、「将来志向」が .94、「適切な対人関係」が .83、「価値判断・実行」が .83、「責任」が .82
「社会的視野」が .78、「自己統制」が .78 と、いずれも十分な内的一貫性が確認されたこと
から、各下位尺度の項目の平均を算出して、各下位尺度得点とした。
次に、経済的自立項目について、重みづけのない最小 2 乗法による因子分析を行ったと
ころ、固有値 1.0 以上で 4 因子が抽出された。そこで、因子数を 4 から減らしながら重み
づけのない最小 2 乗法・promax 回転による因子分析を行ったところ、因子の解釈可能性な
どから 3 因子解が最適解であると判断された（Table 1）。3 因子で説明できる分散の総和の
割合は 42.5%であった。
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項目内容                                                                                                  F1        F2        F3     平均(標準偏差)
第1因子「無計画な消費行動」(α=.79)
  3C     目的や用途に合わせてお金を貯めることができる                                -.76        .00        .05            3.34(1.67)
13C     倹約や我慢をして、少しずつでも貯金をしている                                -.67        .04        .02            3.05(1.18)
12B     ギャンブルや欲しいものに予定していた以上のお金を                           .65        .03        .05            2.79(1.39)
          注ぎ込んでしまうことが多い
  7B     物を買う時には優先順位を考えて計画的に買うようにしている              -.60        .05        .01            3.30(1.04)
  8C     周りの人がしているほど貯金ができていないと思う                              .55       -.01       -.18            3.56(1.26)
  2B     衝動的に必要性の低いものを買ってしまう                                          .55        .04        .12            3.08(1.26)
第2因子「経済的リスクマネジメント」(α=.76)
10E     子育てや老後の生活などに、どのくらいのお金が必要なのか                  .07       -.67        .05            3.72(1.10)
          知らない
  5E     自分が今後安定し、かつ充実した生活を送るためには、                        .11        .66        .03            2.89(1.17)
          どのくらいのお金が必要なのかわかっている
15E     自分の将来を見通した時、何歳ごろに大きな支出があるのか                 -.05        .63       -.05            2.38(1.16)
          想像できる
  4D     生活が困窮した時に、どのように経済的な支援を求めれば                     .05        .59        .14            2.57(1.12)
          良いか知っている
14D     ローンや投資のメリット・デメリットを理解している                          -.01        .56       -.09            3.06(1.24)
  9D     お金に関するトラブルが生じた時、どこに相談すれば良いのか               .05       -.46        .00            3.39(1.16)
          わからない
第3因子「十分な収入」(α=.73)
  6A     自分の生活に支障がない程度の収入を自分で得ている                           .01        .00        .90            2.36(1.31)
  1A     自分の生活費を賄えるだけのお金を自分で稼いでいる                           .08        .00        .81            2.03(1.19)
11A     自分が必要だと思っている金額を稼ぐことができていない                     .15        .04       -.44            3.47(1.26)
                                               因子間相関                                                F1        F2        F3                         
                                                       無計画な消費行動                               ─       -.22       -.09                         
                                                        経済的リスクマネジメント                               ─        .34                         



















































項目内容                                                                                      F1        F2        F3        F4     平均(標準偏差)
第1因子「努力評価社会」(α=.73)                                                                                                                     
   2   努力すれば報われる社会である                                                 .58        .03       -.04        .09            2.83(1.08)
 15   努力が正当に評価される社会である                                           .57        .16       -.14        .07            2.64(0.88)
   7   人との結びつきを大事にする社会である                                     .55       -.11       -.02        .01            2.98(1.03)
 19   希望が持てない社会である                                                      -.53        .15        .05        .08            3.14(1.03)
 28   治安が良い社会である                                                             .52       -.01        .19       -.02            3.55(1.02)
 18   一人ひとりが尊重されている社会である                                     .47        .32        .00        .02            2.56(0.84)
 17   人間関係が希薄な社会である                                                   -.45        .19        .15        .11            3.31(0.93)
 16   素晴らしい独自の文化を持つ社会である                                     .39        .11        .24        .06            3.37(1.04)
   6   自然や環境を大切にしている社会である                                     .34        .23        .04       -.13            2.45(0.96)
 24   現実に合わない古い慣習が残っている社会である                         .29       -.27        .20        .24            3.27(0.92)
第2因子「個性強調社会」(α=.72)                                                                                                                     
   5   人と違う生き方を選びやすい社会である                                     .02        .65        .02        .17            2.71(1.11)
 29   男女どちらにとっても生きやすい社会である                               .07        .63        .17       -.27            2.85(0.88)
 10   女性が活躍しやすい社会である                                                -.11        .56        .00       -.06            2.81(0.93)
 23   新しいことに挑戦しやすい社会である                                        .04        .53       -.08       -.02            2.75(0.97)
   4   若者が活躍しやすい社会である                                                 .19        .43       -.15        .11            2.56(0.94)
 22   男性中心の社会である                                                             .26       -.40        .12        .21            3.45(0.88)
 21   社会的弱者やマイノリティに優しい社会である                            .14        .35        .09       -.33            2.42(0.98)
第3因子「学歴経済主義社会」(α=.66)                                                                                                               
 26   出身大学が物を言う社会である                                                 .05       -.17        .66       -.15            3.82(0.91)
   1   学歴がものを言う社会である                                                    .09       -.15        .62       -.20            3.74(1.01)
 25   年収・所得で人を評価する社会である                                        .02       -.04        .59        .10            3.91(0.94)
   3   お金があれば大抵のことが叶う社会である                                  .09        .10        .44        .03            3.93(0.96)
   8   競争が激しい社会である                                                          .06        .06        .41        .12            4.18(0.83)
 27   ルールを守って、まじめに生きていても損をする社会である         -.19       -.11        .40       -.01            3.80(0.94)
 20   過程・経過よりも結果・成果が重視される社会である                  -.13        .16        .40        .13            4.01(0.85)
   9   身分や家柄が重要視される社会である                                       -.04       -.06        .30       -.08            3.03(1.11)
第4因子「政治不信社会」(α=.62)                                                                                                                     
 14   良い政治が行われていない社会である                                        .07       -.01       -.05        .76            3.77(0.93)
 30   民主的な政治が行われている社会である                                     .10        .08        .16       -.54            2.80(0.88)
 13   若者の意見が反映されていない社会である                                  .03       -.12        .18        .41            3.46(0.89)
 11   正しいことが通らない社会である                                             -.24        .15        .31        .35            3.72(0.86)
 12   貧富の差が激しい社会である                                                   -.08        .10        .27        .31            3.73(0.97)
                                         因子間相関                                          F1        F2         F3        F4
                                                   第1因子「努力評価社会」             ─        .49       -.39       -.44
                                                   第2因子「個性強調社会」                         ─       -.34       -.39
                                                   第3因子「学歴経済主義社会」                               ─        .38
                                                   第4因子「政治不信社会」                                                 ─                         
Table2 社会観項目の因子パターンと各項目の平均（標準偏差）
諸変数間の関連





















将来志向                            .38***     .50***     .42***     .37***     .26**     -.25**      .28**      .07        .13        .04        .00        .08
適切な対人関係                               .51***     .54***     .37***     .39***    -.10        .22**      .11        .21*       .12        .09       -.08
価値判断・実行                                           .56***     .28**      .40***    -.22**      .22**      .02        .03       -.05       -.02        .13
責任                                                                      .57***     .45***    -.27**      .40***     .15†     .36***     .13       -.12       -.10
社会的視野                                                                         .17*      -.11        .38***     .14        .25**     -.04       -.14       -.04
自己統制                                                                                       -.32***     .18*       .14        .15†     .18*       .04       -.01
無計画な消費行動                                                                                       -.22**     -.14†    -.02        .09        .04       -.01
経済的リスクマネジメント                                                                                           .37***     .01       -.08       -.07       -.05
十分な収入                                                                                                                        -.03        .09        .06       -.13
努力評価社会                                                                                                                                  .46***    -.25**     -.26**
個性強調社会                                                                                                                                             -.23**     -.26**
学歴経済主義社会                                                                                                                                                    .25**
Table3 心理的自立6得点、経済的自立3得点、社会観4得点の相関（男子）
*** p<.001  ** p<.01  * p<.05  † p<.10
適切な対人関係 価値判断・実行 責任 社会的視野 自己統制 無計画な消費行動 経済的リスクマネジメント




























将来志向                            .26**      .54***     .45***     .40***     .05       -.17*       .34***     .06        .19*      -.10        .06        .08
適切な対人関係                               .47***     .46***     .27**      .56***    -.22**      .14        .08        .27**      .10        .02        .03
価値判断・実行                                           .59***     .40***     .39***    -.22**      .33***     .08        .24**      .11        .05        .11
責任                                                                      .37***     .34***    -.20*       .24**     -.01        .16†     .00       -.01        .08
社会的視野                                                                         .19*      -.20*       .26**     -.05       -.04       -.23**      .20*       .32***
自己統制                                                                                       -.33***    -.02        .00        .25**      .21*      -.11       -.04
無計画な消費行動                                                                                       -.15†    -.10       -.14†    -.01        .08       -.07
経済的リスクマネジメント                                                                                           .11        .08       -.12        .11        .07
十分な収入                                                                                                                         .15†     .12       -.08       -.18*
努力評価社会                                                                                                                                  .37***    -.18*      -.37***
個性強調社会                                                                                                                                             -.33***    -.47***
学歴経済主義社会                                                                                                                                                    .16†
Table4 心理的自立6得点、経済的自立3得点、社会観4得点の相関（女子）
*** p<.001  ** p<.01  * p<.05  † p<.10
適切な対人関係 価値判断・実行 責　任 社会的視野 自己統制 無計画な消費行動 経済的リスクマネジメント
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